
このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

拡張ユニット

ND-UH40
車への取り付けは、必ずこの取扱説明書に従って正しく行ってく
ださい。指定以外の取り付け方法や指定以外の部品を使用する
と、事故やケガの原因となる場合があります。この場合は、当社
では一切の責任を負いかねます。

販売店様へ
取り付け作業が完了しましたら、この取扱説明書はお客様へお
渡しください。
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取扱説明書

安全のために必ずお守りください
絵表示について
取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害
や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ
うになっています。

必ずお読みください

■ 表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示で区分し、
説明しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容」を示しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が
想定される内容」を示しています。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

安全上のご注意（別添えの「安全上のご注意」もお読みください）

警告
[異常時の処置]

故障のまま使用しない

異常のまま使用しない

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に異物が入った・水がかかったなど
異常が起こりましたら、ただちに使用を中止し、必ずお買い上げの販売店にご
相談ください。そのままご使用になると事故・火災・感電の原因となります。

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状態で使用しないでください。必ず
お買い上げの販売店にご相談ください。そのままご使用になると事故・火災・
感電の原因となります。

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

ヒューズを交換するときは、必ず表示された規定容量のヒューズをご使用くだ
さい。規定容量以上のヒューズを使用すると、火災の原因となります。

カスタマーサポートセンター（全国共通フリーコール）
受付時間 月曜～金曜　9：30～18：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～17：00（弊社休業日は除く）

●カーオーディオ／カーナビゲーション商品のご相談窓口およびカタログのご請求窓口
： 0120-944-111
：【一般電話】03-5496-8016

●ファックス受付 ： 03-3490-5718

<ご注意>
●「0120」で始まる フリーコールは、携帯電話・PHSなどからはご使用になれません。また、【一般電話】は、携帯電話・PHS
などからご利用可能ですが、通話料がかかります。

● 修理に関しては、別添えの『ご相談窓口・修理窓口のご案内』をご参照ください。

インターネットホームページ http://pioneer.jp/support/
※商品についてよくあるお問い合わせ・メールマガジン登録のご案内・お客様登録など



仕様

共通部
使用電源： DC14.4 V（10.8～15.1 V

使用可能）
アース方式： マイナスアース方式
最大消費電流： 約1.0 A
外形寸法
拡張ユニット：136（W）×28（H）×58（D）mm

質量
拡張ユニット： 250 ｇ（ケーブル含む）
付属品
拡張ユニット、電源コード、面ファスナー
（2組）、取扱説明書、安全上のご注意、保証書

●本機の仕様および外観は予告なく変更することがあ
ります。また、この説明書の中のイラストと実物が、
一部異なる場合があります。

メ モ

保証書とアフターサービス
保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されていることをお確かめ
のうえ、ご購入の際に販売店より受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりすると、保証期間中で
も保証が無効となります。記載内容をよくお読みのうえ、大切に保管して
ください。

この製品の保証期間は、お買い上げの日より1年間です。

万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社保証規定に基づ
き修理いたします。お買い上げの販売店または修理受付センター（沖縄県
のみ沖縄サービスステーション）にご連絡ください。所在地、電話番号は
本機に付属の「ご相談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

お買い上げの販売店または修理受付センター（沖縄県のみ沖縄サービス
ステーション）にご相談ください。修理すれば使用できる製品について
は、ご希望により有料で修理いたします。

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低6年間保有してい
ます。（性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品で
す。）

本機に関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマーサポートセンター
またはお買い上げの販売店にお問い合わせください。

保証書

保証期間

保証期間中の修理
について

保証期間経過後の
修理について

補修用性能部品の
最低保有期間

ご質問、ご相談は

接続・取り付け部品を確認する

拡張ユニット
× 1

電源コード
× 1

面ファスナー
(かたい方) × 2

面ファスナー
(やわらかい方)  × 2

― 必ず車のバッテリーを外してから接続してください ―

接続の前に知ってほしいこと

接続上のご注意
●黒リード線（アース）は、パワーアンプなどの
消費電流が大きい製品のアースとは別々に取
り付けてください。まとめて取り付けると、
ネジが緩んだり外れたりしたとき、製品の発
煙・故障の原因となる恐れがあります。

●必ず付属の部品を指定どおりに使用してくだ
さい。指定以外の部品を使用すると故障する
恐れがあります。

●コネクターは、“カチッ”と音がするまで押し
込んで、確実に接続してください。スムーズに
入らない場合は、色が間違っている可能性があ
りますので、コネクターどうしの色を確認して
ください。また、無理に挿入しないでください。
故障の原因となる場合があります。

●コネクターを外すときは、図のようにコネクタ
ー部分を持ってロックを押しながら引っ張って
ください。コードを引っ張るとコードが抜けて
しまうことがあります。

コネクターの着脱のしかた



― 必ず車のバッテリーを外してから接続してください ―

システムの接続

10 cm

予備端子 
※必要時以外は、シールをはがさないでください。
　使用時は、中央部分で分割してはがせます。

拡張ユニット

ナビゲーション本体

＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、
常にバッテリーから電源が供給される電源回路
に接続してください。

ヒューズ (3 A)

黄

黒
アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。
ノイズ防止のため、できるだけナビゲーション
本体の近くに接続してください。

注：ヒューズを交換するときは、
必ず同じ容量のヒューズと交
換してください。

注：製品の発煙・故障を防ぐため
に、黒リード線を必ずいちば
ん初めに接続してください。

注：黄リード線は車のヒューズ
ユニットを通した後の端子
に接続してください。

注：電源リード線の、ヒューズから
本体の間に、他の機器のリード
線を接続しないでください。

1.5 m

3 m

携帯電話(別売)

携帯電話接続ケーブル 
(別売) または
Bluetoothユニット
「ND-BT1」(別売)

WILLCOM製 データ通
信専用通信モジュール
「WS022IN」（別売）

2 m

携帯電話接続中継ケーブル
（ナビ付属または別売の「CD-H200E」）

●接続可能な製品については、ナビゲーション本体の
説明書をご覧ください。

メ モ



面ファスナー（かたい方）を拡張
ユニットの底面に貼り付ける

面ファスナーを貼り付ける前に、汚れをよく拭
きとってください。

＊型番ラベルには、拡張ユニットの型番、製造
番号が記載されています。面ファスナーを貼
るときは、型番ラベルを隠さないように貼り
付けてください。

面ファスナー（やわらかい方）を
取り付け場所に貼り付ける

カーマット

拡張ユニット

面ファスナー 
(やわらかい方) 
　　　　　 × 2

2

面ファスナー 
(かたい方) × 2 

型番ラベル

拡張ユニット

1

取り付けの前に知ってほしいこと

取り付けのポイント

取り付け、固定する前に

●まず仮接続を行い、本機が正常に動作すること
を確認してから、取り付けを行ってください。
正常に動作しない場合は、接続に間違いがない
か、もう一度チェックしてください。

粘着テープを貼り付ける前に

●面ファスナーを貼り付けるところは、汚れを
よくふきとってください。

拡張ユニットの取り付け

取り付け上のご注意
●次のような場所には絶対に取り付けないでく
ださい。高温により故障する恐れがあります。
＊ダッシュボードやリアトレイの上のように、
直射日光の当たる場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。
●スペアータイヤ、ジャッキ、工具などの出し
入れの邪魔にならない場所を選んで取り付け
てください。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取り
付けないでください。

●床面の下部に、マフラー等の高温になるもの
があり、床面が熱くなるような場所には取り
付けないでください。

●フロントシート下に取り付けるときは、シート
のスライドに支障がないように取り付けてくだ
さい。

●面ファスナー（かたい方）がカーペットに
貼り付く場合は、カーペットに直接取り
付けることもできます。この場合、面ファ
スナー（やわらかい方）は使用しません。

メ モ


